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1 はじめに  

近年 PC 上で作曲活動を行う DTM(DeskTop Music)が

活発になってきている．これは DTM 用の音声合成ソフ

トウェアである「初音ミク」等の発展や，作曲した作品

を発表する場として「YouTube」や「ニコニコ動画」等

の消費者生成系メディアの発展による影響が大きい[1]． 

DTM には膨大な時間と労力を要する．本研究では，

DTMの現状とその問題点を調査するためDTM作曲者に

対してヒアリングを行った．ヒアリングは事前に準備し

た質問項目を基にDTM作曲者に対して 30分程度行った．

その結果，「音づくり」という作業に時間と労力を費や

している事が判明した．音づくりとは，仮想音源(PC 上

の音源データ)等のパラメータを調整し，作成する楽曲に

適した音色を作成する作業の事である． 

音色に関する先行研究として，音色の登録と検索機能

を有する電子音色辞書が山田らにより開発されている

[2]．この電子音色辞書では，任意の音色により作成され

たオーディオファイルを登録および検索する事が可能

である．一方，従来研究では音づくりの方法が分からな

いため，その音色を用いて別の旋律を作成する事ができ

ず，DTM 作曲者が求める音色を用いて別の楽曲を作曲

する事が難しいという課題もある． 

以上より本研究では，DTM 作曲者が求める音色をよ

り効率的に作成する事を目的とする．この目的を達成す

るため，音づくり情報に関する次の 2点を目標とする． 

(1) 音づくり情報を再利用可能な状態で記録できる

ようにする 

(2) 求める音づくり情報を容易に見つける事ができ

るようにする 

	
 本研究では，音づくりをする際に必要となる音色のオ

ーディオファイルや仮想音源の情報，各種パラメータの

値等の情報を「音色情報」と定義する．同様に，音色情

報と音づくりをする際に参考にした情報源を「音づくり

情報」と定義する． 

 

2 課題と課題解決アプローチ  

2.1 課題 

	
 音づくりを効率よく行うための課題として，次の 2点

がある． 

(1) 音づくり情報をうまく記録できていない 

	
 音づくりをした際，自身で作成した音色情報をう

まく記録できていない．同様に，音づくりをする際

に参考になったWebサイトの情報もうまく記録でき

ていない．音づくり情報の再利用性がないため，過

去に作成した音色を再現するために時間と労力を費

やしてしまうという課題や，過去に参考にした Web

サイトを再び探さなければならないという課題があ

る． 

(2) 求める音色を作成するための音づくり情報が

探しづらい 

	
 現在 DTM での音づくりに関する Web サイトが無

数に存在している．DTM作曲者はその中から参考に

なりそうなWebサイトをキーワード検索で検索して

いる．しかし，Web サイトを絞り込むための適切な

キーワードがわからないため，DTM作曲者が求める

音色を作成するための情報を見つける事が困難であ

る． 

2.2 課題解決アプローチ 
	
 2.1 節の課題を解決する次の 2 つの解決アプローチを

提案する． 

(1) 音づくり情報登録手法 

	
 2.1節課題(1)の解決アプローチとして，音づくり情

報にタグを付加し，再利用可能な音づくり情報とし

て残せる登録手法を提案する．この手法により，DTM

作曲者が音色情報や参考にしたWebサイト等の音づ

くり情報を再利用可能な状態で登録する事が可能に

なる． 

	
 この手法では「DTM作曲者が自身で作成した音色

情報の登録」と，「DTM作曲者が音づくりをする際

に参考になった音づくりWebサイトの登録」の 2つ
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の登録パターンが存在する．本研究では，これら 2

つの登録パターンを次の 2つの機能で実現する． 

a) 音色情報登録機能 

	
 DTM 作曲者が音色を作成した際，その音色情

報を登録する．登録の際には音色情報に適するタ

グを付加させる．本手法ではタグを「仮想音源」

「ジャンル」「雰囲気」の 3種類に分類分けする．

また，タグを入力する際に表記揺れが発生しない

ように，入力の補完もしくは該当分類のタグを一

覧表示し，表記揺れが発生しないように支援する． 

b) 音づくり Web サイト登録機能 

	
 DTM 作曲者が，音づくりをする際に参考にし

た音づくりWebサイト(以下，単にWebサイトと

記す)を音色情報登録機能と同様にタグを付加し

て登録する．本機能では，参考にしたWebサイト

の URL等の情報を本システムに入力することで，

本システムが Web サイト内の特徴語(特徴的な語

句)を抽出する．抽出した特徴語を登録者にタグと

して推薦することで登録の補助を行う． 

(2) 音づくり情報検索手法 

	
 2.1 節課題(2)の解決アプローチとして，2.2 節の音

づくり情報登録手法にて登録された音づくり情報の

タグを用いた検索手法を提案する．この手法では，

「仮想音源」「ジャンル」「雰囲気」の 3 つに分類

されたタグを用いて，DTM作曲者が登録された再利

用可能な音づくり情報から容易に求める音づくり情

報を検索する事が可能となる． 

2.3 仮説 
	
 本研究では 2.1節の課題に関して，次の 4つの仮説を

立てた． 

(1) タグによる音づくり情報の管理 

	
 「ギター」「ロック」「迫力がある」等，デー

タを関連づける具体的な情報要素[3]に基づいて情

報を管理し，各情報要素をタグと呼称する．タグ

による音づくり情報の管理を行う事で，DTM作曲

者が求める音づくり情報を分類し，その分類を用

いることで，早く的確に検索をする事ができる． 

(2) 特徴語抽出による入力の補助 

	
 音づくりをする際に参考になった情報源が Web

サイトの場合，そのWebサイト内から抽出した特

徴語(特徴的な語句)が，タグとして利用できる． 

(3) タグの分類 

	
 音づくり情報に付加するタグの分類は，次の 3

分類で検索語句の分類として適しており，登録す

る語句の分類としても適している． 

①	
 仮想音源 : 作成した音色の音源名 

②	
 ジャンル : 音色に適する楽曲のジャンル名 

③	
 雰囲気   : 音色の雰囲気 

また，「雰囲気」のタグは，曽根らの音色の評価に

用いられる因子行列[4]の語句およびそれらの語句

の対義語(以下，雰囲気要素群と記す)と一致する． 

3 予備実験  

3.1 実験目的 
	
 本研究では，2.3 節の仮説に関連する次の項目を確認

するための予備実験を行った． 

(1) タグ検索とキーワード検索との差異 

(2) 特徴語抽出が補助機能として適しているか 

(3) 用いられるタグが「仮想音源」「ジャンル」 

「雰囲気」の 3種類で必要十分か 

3.2 実験内容 
	
 予備実験では，Evernote を疑似システムとして利用し

た．実験は DTM 作曲者 7 名を被験者として，被験者が

音づくりを行う様子を記録する次の 4種類の実験を行っ

た． 

実験1:	
 被験者が普段どのように音づくり情報を探し

ているのかを確認するため，普段通りに音づくり作

業を行うように教示した． 

実験2:	
 被験者が音づくりをする際，参考になった

Web サイトに対してどのようなタグを付けるのかを

確認するため， 被験者に Evernote Web Clipperを用

いて参考にしたWebサイトに任意のタグを入力し疑

似システムに登録するように教示した． 

実験3:	
 被験者が「仮想音源」「ジャンル」「雰囲気」

の 3 種類のタグ分類で違和感なく入力できるか，そ

れぞれの分類に入力するタグがどのようなものかを

確認する．被験者には実験 2 と同様に参考になった

Web サイトを 3 種類のタグ分類を考慮してタグを入

力し，疑似システムに登録するように教示した． 

実験4:	
 被験者が実験 2，実験 3 にて登録した Web サ

イトに対して雰囲気要素群を語群とし，雰囲気のタ

グとしてふさわしい語句を選択するように教示した．
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語群がそのWebサイトで紹介している音色の雰囲気

として適さないと判断した場合は，「なし」と選択

するよう教示した． 

	
 各実験時間は 20 分程度とした．実験 1，2，3 では音

づくり作業にのみ焦点を当て，実験用の楽曲として用意

した MIDI(Musical Instrument Digital Interface)ファイルの

音色のみを変更するように教示した．実験で配布した

MIDIファイルは A，B，Cの 3種類あり，それぞれ曲調

の異なる 4小節の短いモチーフを準備した．普段と異な

る環境による学習コストが結果に影響しないように，被

験者が普段 DTM を行う機器を用いて実験を行った．実

験 1，2，3で被験者がどのように音づくりをするのかを

把握するため，画面録画ソフトを用いて録画を行い，作

成したオーディオファイルとともに提出するよう教示

した．実験終了後，それぞれの実験でどのような音色に

しようとしたのかをヒアリングを行った．  

3.3 実験結果 
	
 実験 1，2，3 より，各実験で被験者が閲覧する Web

サイトの平均は 5.6サイトであった．実験 2，3より，一

つの Web サイトを見つけるために用いたキーワードの

種類とその Web サイトに付加するタグの種類を比較し

た．その結果を表 1に示す． 

表 1：キーワード・タグ比較表 

実験後のヒアリングより，「音色を探すための語句を知

らなければ，キーワード検索はとても使いづらい」とい

った意見が出た． 

	
 実験 2，3より，任意のタグと登録されたWebサイト

の特徴語を比較すると，表 2のような結果が出た． 

表 2：タグ・特徴語一致率 

  任意のタグ 
分類分けされたタグ 

仮想音源 ジャンル 雰囲気 

特徴語との 

一致率 

  56% 13% 25% 

25% 29% 

表 2より，分類されたタグと特徴語を比較すると，「仮

想音源」として登録されたタグのうち 56%が特徴語とし

て現れた．一方，「ジャンル」のタグの一致率は 13%，

「雰囲気」のタグは 25%程度だった． 

	
 実験 3よりタグの分類に関して「仮想音源」および「ジ

ャンル」は各 7 種類，「雰囲気」は 12 種類のタグを得

た．「仮想音源」のタグの内 4種類は検索キーワードに

含まれる語句であった．実験 2にて入力された任意のタ

グを 3分類に分けると，「仮想音源」「ジャンル」「雰

囲気」に適する語句がそれぞれ現れた．しかし，各パラ

メータ名や音源のプリセット名等，3 分類に属さない語

句も多数現れた．「雰囲気」のタグでは，雰囲気要素群

と完全に一致するものは「明るい」という語句のみだっ

たが，「のびやかな」「のびのびした」等，被験者が入

力した語句と雰囲気要素群の意味が極めて近い語句が

数語確認できた．「雰囲気」のタグとして，「ピコピコ」

等の擬音語や「森」等の抽象的な語句等，想定していな

い語句も現れた．実験 4にて，語群として雰囲気要素群

を提示した状態で Web サイトの雰囲気のタグ付けを行

うと，1つのWebサイトあたりに平均約 2語が登録され

た．一方，該当語句が無いという結果が 2件あった． 

	
 登録されたタグを分析すると「FAMISYNTH-Ⅱ」「フ

ァミシンセⅡ」等の表記揺れの発生を確認した． 

3.4 考察 
	
 3.3節の実験結果をもとに，3.1節の確認項目および表

記揺れの問題に対して考察を行った． 

(1) キーワード検索との差異 

	
 実験結果より，一つのWebサイトを見つけるため

約 3 種類のキーワードを用いている事が分かる．一

方，一つのWebサイトに対して付加するタグの種類

は，検索に用いたキーワードの種類より少ない約 2

種類だった．以上より，一つWebサイトを見つける

ために必要な語句よりタグとして登録したい語句の

方が少ないと言う事が判明した．これは，キーワー

ド検索における表記揺れや，適当な検索語句がわか

らないといったキーワード検索のデメリットに関係

するもとであると考えられる．一方，タグによる検

索を導入した場合，タグを一覧する事により，表記

揺れの問題を解決し検索語句を選ぶだけで検索が可

能になるため，より少ない語句での容易な検索が期

待できる． 

(2) 特徴語抽出が補助機能として適しているか 

	
 実験 2，3より，特徴語抽出による分類分けされた

タグの推薦精度は 29%程度であり，「仮想音源」の

タグの一致率が 56%と高い値を示した．「ジャンル」

 
種類数 1 サイトあたりの平均 

キーワード 77 2.96 

タグ 55 2.12 
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のタグと一致する特徴語の出現率が低かった原因と

して，音色に適する楽曲のジャンルが一つに定まら

ず，Web サイト内で明記していないためであると考

えられる．以上より，「仮想音源」の分類分けは有

効であるが，「ジャンル」「雰囲気」は参考として

提示する． 

(3) 用いられるタグが「仮想音源」「ジャンル」 

「雰囲気」の 3種類で必要十分か 

	
 「仮想音源」のタグとして登録された語句に関し

て，7種類の語句のうち 5種類がキーワード検索に用

いられている事から，この分類は必要であるという

事が判断できる．一方，「ジャンル」のタグ分類に

関して，3.4節考察の(2)で記したように，音色に適す

る楽曲のジャンルが一つに定まらないという問題が

あるため，ジャンルの複数入力などを検討する必要

がある．「雰囲気」のタグ分類に関して，雰囲気要

素群と完全に一致する語句は 1 つのみ現れたが，非

常に近い意味の語句が多数現れた．これは「雰囲気」

のタグとして登録された語句と雰囲気要素群との表

記揺れや，用語の統一等が行われていない事が原因

の一つであると考えられる．実験 2 にて登録された

タグの内，3分類に分類できなかったものを分析する

と，パラメータ名や，求める音色のプリセット名等

が登録されていた．以上より，「ジャンル」「雰囲

気」のタグ分類と登録されたタグのうち分類できな

かった語句の対応等を検討する必要がある． 

(4) 表記揺れの発生 

	
 予備実験では Evernote Web Clipperが補完機能を有

しているため，表記揺れの発生を想定していなかっ

た ． し か し 被 験 者 が タ グ を 登 録 す る 際 ，

「FAMISYNTH-Ⅱ」など英語表記で登録されていた

タグに対して「ファミシンセⅡ」の様にカタカナ読

みでタグを付加したため，このような表記揺れが発

生したと考えられる． 

	
 以上より，今後「ジャンル」「雰囲気」のタグや，分

類できなかった語句をどのように扱う必要があるのか

検討する必要がある．表記揺れの問題に関しても同様に

解決する方法を検討する必要がある．  

4 システム化と評価  

	
 本研究では，2.1節の課題解決アプローチと 3.3節の予

備実験の結果を基に，音づくり情報登録機能と音づくり

情報検索機能を有する「音づくり支援システム」を構築

する．構築した音づくり支援システムの機能の有効性の

評価は DTM 作曲者の本システム利用により，次の 2 種

類で実施する．  

(1) 本システムを用いた時と用いなかった時の時間およ

び行動を記録し，実際に効率よく音づくりを行う事

ができているかどうかを評価する． 

(2) アンケートにより次の項目を評価する． 

l タグによる検索機能の有効性 

l 特徴語推薦機能の妥当性 

l 音づくり情報の再利用性 

5 おわりに  

本研究では DTM における「音づくり」という作業に

着目し，音づくり情報を再利用可能な状態で登録および

タグによる検索を行う事ができるシステムを提案した．

また，予備実験を行い，タグの取り扱いに関する評価お

よび検討を行った． 

今後は音づくり支援システムを開発する．その後，実

際に DTM 作曲者に利用してもらい，システムの有効性

を評価する．  
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